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安全のご注意

安全のために次のことは必す守ってください

本書は汎用プログラマブルコントローラPROSEC T3/T3Hに 使用する

ASCIIモ ジュール (AS311)の仕様、 取り扱いや注意事項について説明しています。

ASCIIモ ジュールを安はして使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必す

本書とその他の関連取扱説明書をすべて熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項に

ついて習熱してから正しく使用してください。

[重要事項について]

1.ASC‖ モジュールは、一般産業機器 (各種製造ライン制御、工作機械など)に 使用される

ことを意図して設計、製造されたものです。

人命にかかわるような状況下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的

として設計、製造されたものではありません。

ASCHモ ジュールを輸送機器 (列車など)、 医療用、航空宇自用、原子力制御用、海座中継

用機器あるいはシステムなど、特殊用途にご使用の賜含には、事前に販売担当までご相談

ください。

2.ASCHモ ジュールは厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、万一 ASC‖モジュールが

故障することにより人命にかかわるような重要な設備及び重大な損失の発生が予測される

設備への適用に際しては、重大事故にならないように必す安全装置を設置してください。

3.ASC‖ モジュールは、取り付け ・配線 ・使用 ・保守について、制御機器取り扱いの一般的

知識がある力を対象としています。取り扱いを誤つた揚含には、感電 ・火災 ・故障 ・誤動

作のおそれがありますので、制御機器取り扱い知識および電気的知識が不十分な力は、

取り付け ・配線 ・使用 ・保守は逮けて、専門知識のある方に依頼して作業してください。

4.本 書及びBIJ冊の関連資料は、プログラマブルコントローラ及び制御機器取り扱いの

一般知識がある力を対象に記載しております。

記載内容に不明な点がありましたらご質問ください。



安全のご注意

安全のためにつぎのことは必す守つてください

【警告マークについて】

本書では、安全事項ランクを 「危険」 「注意」に区別してあります。

◇ 危険
:取扱いを誤つた揚含に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を

受ける司能性が想定される揚含。

△ 注意
:取扱いを誤つた賜合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽

傷を受ける司能性が想定される揚含、および物的損害の発生が想定さ

れる賜含。

なお 注 薦素 に記載した事項でも、状況によつては重大な結果に結びつく可能性があります。

いすれも重要な内容を記載していますので必す守つてください。

【本文中でのマークについて】

次に示すワクは本書の中で囲す読んでしヽただきたい箇所についています。

ASCIIモ ジュールの取扱いや操作方法などで特に留意していただきたいことが書かれています。

必すお読みください。

本文中での使用マークについて



安全のご注意

△ 注意
本書に記朝の環境で使用してください。

高温、多湿、襲峡、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、故障、

誤動作の原因となることがあります。

モジュール及び伝送ケーブル (コネクタ)の 書脱は、必す電源を切つた状態で行つて

ください。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

ASCIIモ ジユールの動作設定スイッチは、指定された設定力法及び内容を設定して

ください。

指定外のスイツチ設定は故障、誤動作の原因となります。

ASCIIモ ジュールはT3/T3H専 用ですので、必すベースユニツトに取り付けて

使用してください。

単独での使用及び他の用途への使用はおやめくださしヽ。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

伝送ケーブル (コネクタ)の 接続は、ネジ止めし、抜ける、ぐらつくということが

ないよう確実に固定されていることを確認してください。

取り付けが不十劣ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。

煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用しないでください。

火災や感電の原因となります。

このような揚含は直ちに全ての電源を切り、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡

してください。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないでください。

システムを常に正常に保ち、不要な トラブルを末然に「75ぐために、日常点検、定期点検、

清掃を実施してください。

ASCIIモ ジュールの角解、ハードウェアの改造、及びOSな どのソフトウエアの改造は

絶対に行わないでください。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。

２

３

４

５

６

７

８



安全のご注意

は じめに

この度は東芝汎用プログラマブルコントローラPROSEC一 T3/T3Hを お買い上げいただ

き、誠にありがとうごさいます。

本書はPROSEC―T3/T3Hで使用いたしますASC11モジュールlAS311)の仕様、取り扱い力法につ

いて説明した取扱説明書です。本モジュールをご使用の際は、本取扱説明書をお読みの上、正し

くご使用下さいますようお願いいたします。

なお、本取扱説明書の他に、以下の説明書が準備されてし`ますので、あわせてお読みください。

T3/T3H本 体ハードウエア説明言(UM"TS03Ⅲ
ⅢⅢ―」002)

プログラマブルコントローラT3/T3Hの 基本ハードウエアについて構成、仕様、

取付 ・配線方法、保守 ・保全方法が説明されています。

T3/T3日 本体機能説明書(UM‐TS03Ⅲ
ⅢⅢ…」003!使

用力法、ユーザプログラムの作成に必要な
T3/T3HのCPUが 持つている機能とそα

情報について説明されています。

Tシ リーズ命令語説明言<ラダー、SFC編 >(UM‐TS03Ⅲ
ⅢⅢ…J004)

Tシ リーズが支援するプログラム言語のラダーとSFCに ついて、各命令語の仕様詳細

が説明されています。
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1章 概要

1 - - l  A S C

O

| |モ ジュールの概要

A S 3 4 1は 、 プ ログラマブル コン トロー
ラ PR O S E C― T 3 / T 3 H用 の汎用 シ リアル

インタフェースモジュールです。

本モジュールを使用して RS232C/RS422イ ンタフェースを持つ外部機器と

データの授受を行うことができます。

通信ポートは、2ポ ート装備しており、RS232C/RS422仕様 1ポ ートと、

RS232C仕 様 1ポ ートを支援できます。

伝送は、調歩同期力式にて無手順をサポートしております。

下図に構成例を示します。

RS232Cケ ーブル又は

RS422ケ ーブル

ASCIIモ ジュール

インバータ

RS232Cケ ーブル

〇

　

〇

コンピュータ



1尊 概要

1-2 ASCIIモ ジュールの動作概要

ASCilモジュールにて、外部機器とデータ授受を行う揚台、下図のような経路

にて伝送データを授受します。chlと Ch2は独立して動作できます。

T3/T3H

レジスタ

1)デ ータの送信

データを送信する場合、T37T3Hの レジスタに送信するデータを設定後、WRITE命 令

にてASCtiモ ジュールのパッフアメモリの送信エリアにき込みます。

この後、送信スタートフラグをONす ると、ASCtlモジュールが外部機器にデータ

を送信します。

2)デ ータの受信

外部機器より受信されたデータは、受信バッフアに貯えられデータチェック後に

バッファメモリの受信エリアに格納されます。格納後、ASCllモ ジュールは受信

データ読み出し司能フラグをONし ますので、READ命 令にてそのデータをT3/T3H

のレジスタに読み取ります。

3)デ ータフオーマット

A S C i !モ ジ ュ
ー

ル で 授 受 で き る デ
ー

タ は 、 AS C i lコ
ー

ドに よ る
一

連 の デ
ー

タ で す 。

1回 の送受信できるデータの最大長は896バイトです。

このデータの最終コードの初期値は、CR(ODh)に設定されています。このコードを

別のコードに変更することもできます。

1  2  3 Nol N

CR

N:デ ータ長=最大896ノヾイト(最大44働り

送信用エリア 送信バッフア

受信用エリア 受信バッフア



1事 概要

1-3各 部の名称と機能

以下にAS311のモジュール外観および機能を示t/ます。

chlの伝送速度、

Ch2用 デイツプスイッチ

ch2の伝送速度、

LED表 示部

RUN:ASCllモ ジュールが正常に運転中に点灯します。

TXl: chlからのデータを送信中に点灯します。

RXl: chlにてデータを受信中に点灯します。

TX2: ch2からのデータを送信中に点灯します。

RX2: ch2にてデータを受信中に点灯します。

Chl周デイップスイッチ
ビット構成を設定します。

ビット構成を設定します。

プロトコル設定用スイッチ

伝送プロトコルを設定します。(4:無 手lln)

伝送力法選択スイッチ

chlの伝送力法を選択します。

リセットスイツチ

ASCilモジュールを初期状態にします。

ディップスイッチの設定変更時やASCtiモジュールが

異常状態になつた賜含、押してください。

Chlコ ネクタ

chlの RS232Cメ良S422用 D―SUBコ ネクタ(25P‐メス形)

RS232C又 はRS422し すヽれかを使用

Ch2コネクタ

ch2の RS232C tt D―SUBコ ネクタ(25P‐メス形)

DB-25S

”
”
”
『”
”
“
∝
”
”



1章 概要

1-4ス イッチの設定

各スイッチの設定機能について示します。

(1)Ch1/Ch2周 デイツプスイッチ[SW1/SW21

各チャンネル毎に設定して下さい。

常時ONに して下さい。

ストップビット

データビット

パリテイビツト(有/無 )

パリテイビツト(奇/1目)

(2)伝送力式選択スイッチ[SW3]

Chlの 伝送力式の選択

ストップビット
ON ストップビット1

OFF ストップビット2

データビット
ON 8 ビット長

OFF 7 ビット長

有/無 )

ON RS422を 選択

OFF RS232Cを 選択

ON 終端抵抗を内部で接続

OFF 終端抵抗は未接続

ON 終端抵抗を内部で接続

OFF 終端抵抗は未接続

終端抵抗 :120Ω (1/2w

RS422伝送でのRXD端 子間の終端抵抗の選択

RS422伝 送での CTS端 子間の終端抵抗の選択

(3)プロトコルロータリスイツチ

手順 無手順

RSurl ４

RSW2 ０

圏  18

圏  17

圏  16

圏  15

隠  14

田  13

園  12

園  11

0N→

リテイ ツ

ON パリテイ有り
ＦＦＯ パリテイ無し

リテイ ット(奇数/偶

ON 奇数パリテイ

OFF 偶数パリテイ

伝送速度

ボーレ千ト 300 600 1200 ００４２ 4800 9600 19200

SW3 OFF OFF OFF OFF ON ON ON

SW2 OFF OFF ON ON OFF OFF ON

SWl OFF ON OFF ON OFF ON OFF

無手順は RSWl:4、 RSW2:0に 必すして下さい。



1章 概要

チャンネル 1

1-5コ ネクタポートの仕様

ch1/ch2の コネクタは以下の信号が配置されています。

RS232C用

RS232C/

RS422共 用

ヽ

１

１

１

１

１

ジ

用２２４ＳＲ

ヽ

―

―

―

―

ジ

RS232C用

コネクタ外形
D‐SUBコ ネクタ25ピンメス形

◎ ⑥
◎I◎‐⑥00◎ ③

曜qtteolQpppppp4
M2.6ネ ジ

チャンネル 2

(1)DTR信 号は、Ch1/Ch2と も電源 ON後 常時 ONし ています。

(2)CTS信号がOFFの 揚含、送信できません。

(3)信号線が末接続の場合、各入力信号はOFFと なります。

(4)DSR信 号は、データの送受信には無関係です。

(5)9番ピンの DC5Vは 最大 50mAま で出力できます。

(6)chlのDSRは ありません。



1章 概要

1-6ス イッチの出荷8き設定

AS311の 工場出荷時の設定は以下の通りです。

ON      常晴ON

ON     ストツプビット1

データ長 8ビ ット

パリテイ :有り

ON     奇数パリテイ

Ｎ

Ｎ

Ｏ

Ｏ

RSWl

RSW2

SW3

1

2

3

４

０

SW3  
°N→

○
Ｔ

ＯＮ↓
　
ＲＥＳＥ

:常:十
一一一一-9600ボー

常時 ON

ON     ストツプビット1

0N      データ長 8ビ ット

ON     パリテイ :有り

ON     奇数パリテイ

:伴 ]ト

ーーーーー
9600ボ ー

無手llg

OFF       RS232C選 択

OFF RS422終 端抵抗末接続

OFF     RS422終 端抵抗末接続



2章 仕様

2-1モ ジュールの仕様

以下にASCilモ ジュールの主要仕様を示します。

項 目 仕様

機能 RS232C/RS422の 無手llgシリアル伝送支援

yO種 別 iXⅢY 4W

伝送インタフェース 2ch同 時支援

chl:RS232C/RS422い すれかを選択

ch2:RS232C

伝送容量 1フ レーム最大 896バ イ ト

伝送力式 調歩同期力式

通信万式 全二重万式

起動方式 コンテンションカ式

伝送速度 300,600,1200,2400,4800,9600,19200bps

伝送フォーマット スタートビット  :1ビット

データ長     :7/8ビット

パリテイ     :無し/奇 数/偶 数

ストップビット  :1/2ビット

伝送コー ド ASC‖ コード/」iS 8ビ ットコード

伝送距離 RS232C:最 大 15m

RS422:最 大 lkm

データノヽッフア 送信 :448W、 受信448W

外部コネクタ DoSUB 25ピン メス形コネクタ(DB‐25S)

M2.6ネジ

RAS機 能 自己診断、伝送異常チェック、

ウ方ッチドツグタイマ(200ms)

絶縁抵抗 入力端子―内部回路間 DC50ぃ 生主型里里堅土

絶縁耐カ 入力端子一内部回路間 A C 5 0 0 V - 1 分唖

最大消責電流 1.OA(DC5oヽ

重量 500g

°督】す と写;蜜栓館 裾もと輸こ齢
できますので、使用ユニツトに装首するモジュールの消費

電流が、この値を超えないようにASCttモジュールを実装し

て下さい。

(2)接続するケーブル側のコネクタはD―SUB 25ピン オス形の

コネクタ(DB…25P)を使用して下さい。



2章 仕様

2-2伝 送手順

ASCilモジュールは伝送手順としてパソコン等に多く使用されている無手順を支援

しています。一般の無手llFは以下のようなポーリング万式を採用しており、その

最終コードは多くの場合 CR(ODH)を選択しています。

送信 テキスト CR テキスト CR

テキスト CR

(1)送信テキスト

ASCIIモジュールにてデータを送信する場合、下図に示すようなASCtiコードの

テキストデータを作成し、ASCilモジュールの送信エリアにWRtTE命 令にて言込み

ます。
T3/T3Hレジスタ

F            0

送信テキス ト

◇送信テキストの最後に最終コード

(CD)を必す添付して下さい。

◇送信テキストの最大長は448w

です。

(2)受信テキスト

ASCllモジュールにてデータを受信しますと、下図に示すようなに、ASCilコードの

テキストデータを READ命 令にて読み込みます。

◇受信Bきは最終コード(CR)までの

テキストを受信します。

◇受信テキストの最大長は448w

です。

◇受信時の受信バイト数を

パラメータ 19W/83Wに 格納し

ます。

T3灯3Hレ ジスタ    受信テキスト
F             0

LOW

ブヽイ ト

トイ献
１

トイ
　
‘…

…

―

…

…

…

…

酬

０

２

魚

４

５

６

７

“R"

９

CR

０

“ク"

３

４

５

６

７

８

９

ＲＣ

[:::::I::::li::::::::E: 【ilE:::1電電



３圭早 接続

3-l RS232Cケーブルの接続

RS232Cで のケープル配線例を以下に示します。
一般に、RS232Cは ケーブル全長を 15m以 内にします。

使用ケーブルは0.3mm2以上の一括シール ドケーブルを使用してください。

外部機器 A S C I Iモ ジュール

RS232 Cクロスケーブル(25Pキ‐セ5P)

外部機器(」‐3100)           ASCI

RS232Cク ロスケーブル(9S・……セ5P)

|モジュール

(1)SG(シグナルグランド)は必す接続して下さい。

(2)伝送ケーブルは一括シールド付きケーブルを使用し、ASCil

モジュール側にて必すFG(アース)に接続して下さい。



3章 接続

3二 2 RS422ケ ーブルの接続

ASCtiモジュールの chlは、RS422伝送を接続できます。

以下に接続配線例を示します。

外部機器 ASCilモ ジュール

補足

(1)SC(シグナルグランド)は必す接続して下さしヽ。

(2)伝送ケープルはツイストペアー括シール ド付きケーブル

を使用し、ASCilモジュール側にてlylすFG(アース)に接続

して下さい。

(3)ツイストペア線にて、必す各信号の同相lAlと逆相(B)をペア

にしてください。

(4)RS422の伝送端末となる機器の配線端末には、終端抵抗を

接続して下さい。配線端末に接続機器が無しヽ揚合は、終端

に、120Ω(1/2Wlの抵抗を接続して下さい。

(5)RS422の外部機器には伝送極性が異なる製品があります。

この場合、同相(的と逆相(B)を入替えて接続すると伝送できる

揚合がありますので、ご確認下さい。

(6)伝送速度にも関連しますが、伝送インピーダンスを低く抑え

るため、電線サイズを0。5mm2以 上にして下さい。

(7)RS422は 4線 式のみ支援しています。ASC‖の TXAITXBは
一度送信しますと、 トライステート状態(オ

ープン状態)には

なりませんので、複数の送信ポートを接続できません。

又、2線 式 RS485と の接続はできません。

０



3章 接続

3-3配 線上の注意

yOモ ジュールをT3灯3Hに実装し、各信号線を配線する場合、以下の点に

ご注意下さい。

1)yOモ ジュールの配置は、弱電系 yOを 左側に、強電系 ⅣOを 右側に配置し、

配線も弱電系信号線と強電系の配線を分離して下さい。

2)各ユニットの上下間には、保守、通風のため 100mm程 度の間隔をとつて

下さい。

3)動力線、動力機器とユニットは200mm以 上離すか、鉄板等で遮蔽してくだ

さい。鉄板は盤の FGに 接地して下さい。

4)弱電系の信号酉3線と強電系の配線を同一ダクトに入れて混触させないで下さい。

基本ユニット

100mm以 上

200mm以 上

拡張ユニット

弱電信号配線用

ダクト

強電信号配線用 動力線

ダクト

強電系 yOモ ジュール

A C入 カモジュール

DC出 カモジュール

AC出 カモジュール

接点出カモジュール

弱電系 yOモ ジュール

DC入 カモジュール

アナログ入カモジュール

アナログ出カモジュール

パルス入カモジュール

位置決めモジュール

ASCilモジュール

伝送モジュール

状態変化検知モジュール



4章 レジスタ構成

4-l yO割 付

T3/T3Hに ASCttモジュールを実装して、自動 yO督」付を行いますと、 「tX+Y4W」

としてモジュールが富」り付けられます。ASCtiモジュールは入出カエリアを4W占 有

し、入出カレジスタをXW(n),XW(nⅢl),泊Ⅳ(n+2),YW(nⅢ3)と連続して使用します。

以下にT―PDS(Win版 )での yO督」付画面の例を示します。

1/0書は付

ヨニゥト/

スロット
コこヨロ

レン
Sス
タNo タイフ

・ ，
ハ

メ
ー モン

Sュヽ
い型式

ＵＰ併０
00r00
00t01
00-02
00-03
00卜04
00卜05
00卜06
00卜07
00■08

IX+Y 馬 3 1 1

白勤害1付くと) わ号わ中1/0若脱也) | レ〕
SRⅢ

割付表示切操旺)

上記例では、CPUモ ジュールの右隣にASC‖モジュールを装着していますので、

XW000,XW001,測 002,測003の 4Wを ステータス情報、コマンド情報の授受に

使用します。

ASCtiモジュールは 「iX+Y4W」 と督」り付けられますので、これらの情報の授受には

直接入カデバイスロ)/直接出カデバイス(0)にて実施して下さい。

また、ステータス情報を通常のデータモニタにて確認したい場合は、直接入出力命令

口/01命令にて入カエリア(最初の刻りの設定して下さい。

Iアロ  〔口2)XW口 0ロ

このプログラムにてステータス情報をX005～X01Fと してモニタできます。

‐
ＦＰ

８

２



4章 レジスタ構成

4 - 2ス テータス/コ マン ド情報

入出カエリアに督」り付けられる、

F  E  D  C  B  A

ステータス/コ マンドの情報を以下に示します。

9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

関一研
「Xl

3MP
閑

一ＥＲＲ
末使用 ミ神旧静

‘・
一

Ｄ
ト

Ｘ

Ｒ
末使用C h lス テータス

XWn

C h 2ステータス
XWnⅢ l

C h l コ マン ド

Ywn+2

C h 2コ マン ド

Ywn+3

T X 2

RDY

T X 2
CMP

T X 2

ERR
用便末 遊

．ＤＹ
Ｒ

Ｒ

遊
〓ＭＰ

Ｒ
３

遊
．ＲＲ

Ｒ

Ｅ
末使用

棋
ＳＴ

禾使用 RXl

ST
末使用

TX2

ST
末使用 RX2

ST
末使用

レジスタ ビット 信号名 内容

XWn F TXl RDY 1:送信データ書込み司能

0:送信データ書込み禁止
Ｅ TXl CMP 1:送信完了  Oi送信処理中

Ｄ TXl ERR 1:送信データエラー発生  01送信正常
７ RXl RDY 1:受信データ読出し□能

0:受信データ読出し禁止
６ RXl CMP 化受信完了  0:受信処理中
５ RXl ERR 1:受信エラー発生  0:受信正常

XWn+1 Ｆ TX2 RDY 1:送信データ書込み司能

0:送信データ書込み禁止
Ｅ TX2 CMP li送信完了  0:送信処理中

Ｄ TX2 ERR 1:送信データエラー発生  0:送信正常
７ RX2 RDY 4:受信データ読出し司能

0:受信データ読出し禁止
６ RX2 CMP 1:受信完了  位受信処理中

５ RX2 ERR 1:受信エラー発生  0:受信正常

Ywn+2 Ｆ TXl ST 1:送信データ書込みスタート

0:送信データ書込み完了
７ RXl ST 1:受信データ読出しスタート

0:受信データ読出し完了

YwnⅢ 3 Ｆ TX2 ST 1:送信データ書込みスタート

0:送信データ書込み完了
７ RX2 ST 1:受信データ読出しスタート

0:受信データ読出し完了

３



4章 レジスタ構成

4-3レ ジスタマップ

(1)ASCilモジュール内部のメモリマップ

ASCilモジュール内部のメモリ空間は、下記構成になつており、T3/T3Hより

READ/WRtTE命 令にてデータを捜受できます。

4VV

128W

576VV

1024VV

1472VV

1920VV

ステータス/

コマンド情報

XWn

XWn+1

Ywn+2

YWVn+3

付

２Ｖ

３Ｖ

～

５Ｖ

６Ｖ

７Ｖ

８Ｖ

９Ｖ

パラメータ

(124w

Chl受信データ

エリア(44働り

Chl送信データ

エリア(44働り

Chl受信データ

エリア(44働り

Chl送信データ

エリア(44働り

リザープ

４２

８

Chlス テータス

Ch2ス テータス

Chlコ マンド

Ch2コ マンド

ソフトウェアリセット

Chl受 信エラー情報

Chlス テータス

Chl受 信バイ ト数

Chl受 信タイムアウ ト

Ch2受 信エラー情報

Ch2送 信エラー

Ch2受 信ノヽイト

Ch2受 信タイムアウ ト

14



4章 レジスタ構成

(2)ステータス情報

パラメータの 4Wに ASCilモジュールのステータス情報が格納されてしヽます。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1

ステータス

4VV
RDY ERR 末使用 エラーコード

▼
Ｂ

名称 内容

Ｆ RDY

レディ
1:正常動作中

0イニシャライズ中

又はエラー発生中
Ｅ ERR

エラー
化エラー有り

0:エラー

エラーコード 内容(ERR=1の Bき)
Ｈ００ 正常

01H CPU異 常
Ｈ２０ ROM異 常

03H ワーク RAM異 常

04H コモンメモリ異常
Ｈ５０ スイッチ設定異常

10H WDタ イマ発生

1lH TRAP督 」込み発生

12H コモンメモリタイム

アウト発生

(3)□
―タリースイッチ情報

パラメータの 5wに モジュール正面の□―タリースイッチ RSW1/2の 設定情報が

格納されています。

F  E  D  C  B  A
RSh/V1/RSW2

5VV
末使用 RSurl RSW2

RSWl

RSWV2

(4)スイッチ情報

パラメータの677wにモジュール正面の Dipスイッチ SW1/2の設定情報が格納され

ています。

SllVl l着幸侵

6VV

SW21首 幸R

7VV

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

田  1 8

日  1 7

田  1 6

目  1 5

日  1 4

田  1 3

1  麗 2
日  1 1

0N→

５
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(5)ソフ トウエアリセット

パラメータ 12Wに コマンドを転送し、ASCilモジュールをソフ トにて初期化できます。

最終コー ドや受信タイムアウ トロき間を変更した揚合、ホットスター トコマンドを

設定して下さい。ホットスター ト完了には 1秒間必要です。

ASCilモジュールに異常が発生した賜含、コール ドスタT卜 を設定します。

コール ドスター トには 2秒 間必要です。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

ソフ トリセット

12 W
ソフトウェアリセット

コー ド 内容

80FEH ホットリスター ト(送受信ルーチンのみ初期化)
80FFH コール ドスター ト(電源投入初期化と同一処理)

(6)受信エラー情報

パラメータの 16w/80wに受信エラーの内容を示すコードが格納されています。

D  C  B  A

ステータス

4VV

(7)送信エラー情報

パラメータの 17w/81wに送信エラーの内容を示すコードが格納されています。

D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1

用便末 ＫＲＢ ＥＰ ＭＲ OVR 受信エラーコー ド

1:ブレーク有り
01ブレーク無し

1:パリティエラー有り

0:エラー無し

1:フレームエラー有り

0:エラー無し

1:オーノヽランエラー有り

0:エフー

受信タイムアウト

受信テキス ト長異常

受信バッファ

オーブヽフロー

送信エラー

Chl:17W

Ch2:8111V

末使用 送信エラーコード

エラーコード 内容にRR=1の Bき)
Ｈ００

正常
Ｈ０ 送信テキスト長異常

６
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(8)各 chの ステータス情報

パラメータの 18w/82wに各 chの制御信号の状態が格納されています。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2

ステータス

Chl:18VV

Ch2:82W

受信バイ ト数

Chl:19W

Ch2:83W

最終 ヨー ド

Chl:24W

Ch2:8811V

受信タイムアウト

Chl:25W

Ch2:89W

Bk7の DSR信 号はCh2に のみ使用できます。

Chlに は DSR信 号がありません。

(9)各 chの受信ノヾイト数情報

パラメータの 19w/83wに受信したバイト数が格納されています。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2

用便末 Ｄ DSR CTS ＤＣ

Ｂ
名称 内容(ERR=1の 時)

８ ＬＤ 1:送信部アイ ドル状態

0:非アイ ドル状態
７ ＲＳＤ 1:DSR許 可状態

0:DSR禁 止状態
２ CTS 1!CTS許司状態

OiCTS禁止状態

CD 1:CD許司状態

OiCD禁止‖犬態

受信バイ ト数 (0～819バ イ ト)

末使用 最終コー ド

受信タイムアウト

受信タイムアウト:0.1～60秒 (設定値 :1～600)

設定値を0にすると、受信タイムアウト監視をしません。

電源投入時、コール ドスタート時にはデフォル ト値 1秒(10)に設定されます。

(10)各chの最終コード情報

パラメータの 24w/88wに送受信テキストの最終コードが格納されてしヽます。

WRITE命 令にてこのデータを書き換え任意の最終コードを設定できます。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1

最終コード:電源投入時、コール ドスタートBきはデフォル ト値 ODHと なります。

(lo各 chの受信タイムアウト情報

パラメータの25w/89wに、受信したデータのキャラクタ間の受信タイムアウトロき間

を格納してしヽます。受信データのキャラクタ間がタイムアウト時間を超えますと

受信タイムアウトエラーとなります。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

７



5章 動作プログラム

5-1受 信処理動作

ASCilモジュールにてデータを受信する場合のタイミングと参考プログラムを示し

ます。

正常データ 異常データ

伝送

RX CMP

受信完了

RX ST

受信スター ト

RX RDY

受信レディー

RX ERR

受信エラー

受信データ

READ

エラー情報

READ

①ヽ|

正常受信時 異常時

プログラム例

CPUモ ジュールの右隣にASCIIモジュールを装着し、512バイト(25働りのデータ

をCHlよ り受信するプログラムを示します。

② 受信データリード

③ 正常完了

④ エラー情報リード

⑤ 異常完了

受信エラー情報を読み取る必要の無い揚含、④エラー情報リード処理は不要です。

剛　　側
　
　
一　
　
剛

５６

Ｗ

卜

Ｈ

側

２
　
　
　
　
　
８
　
　
ロ

１０ＤＤＤ

ｎ
ｕ

ａロＤ

①ヽ |

８



5章 動作プログラム

5-2送 信処理動作

ASCIIモジュールにてデT夕 を送信する場合のタイミングと参者プログラムを示し

ます。

正常データ 異常データ

伝送

TX RDY

送信レディー

TX ST

送信スター ト

TX CMP

送信完了

TX ERR

送信エラー

送信データ

WRlTE

エラー情報
READ

正常送信B書

プログラム例

CPUモ ジュールの右隣にASCllモジュールを装着し、512パイト(25働明のデータ

をCHlに 送信するプログラムを示します。

( T t t R D D
010 10ロロF巴

Ｆ
卜
ｒ
ｒ
ト
ト
ト

２ DED80][ ロロ256 H口U D00口1

三 D8800   →  XW800]一 一一一―

T) ② 送信スタート

③ 送信完了

④ 送信エラー読取り

⑤ エラー完了

送信エラー情報を読み取る必要の無い場合、④エラー情報リード処理は不要です。

■
牌

ム
Ｔ
Ｉ

４
Ｔ
Ｉ

|

② 4

正常

J

⑤

① ①

送信データ

WRITE命 令

異常データ

WRITE爺 令

エラー情報

READ命 令

Ii°

:二
__J↑

H RST ::告宮P]l RST RED10][ SET R口011

IロロロD

９



5章 動作プログラム

5-3最 終コード変更

送受信テキストの最終コードを変更したい場合、下記のようなソフトを作成し、

実行して下さい。CHlの 最終コードを変更するプログラム例を示します。

R口815最 終コ~ド を 03Hに 変更

ロロロロ3 HOU D0805][ D0824 HaU DロロロD][ 38801 MOU

最終コー ドの言込み
WRITE D800口    →  XW口03

80001 M口U DBロロ1

ホッ トリセッ ト実行
WRITE D8800   →  ЖW000

ASCilモジュールのパラメータ 24Wに 使用する最終コー ド(01H～FFH)を設定後、

ホットスター ト処理を実行して下さい。

5-4受 信タイムアウト変更

受信タイムアウトロき間を変更したい場合、下記のようなソフトを作成し、

実行して下さい。CHlの 受信タイムアウトロき間を変更するプログラム例を示します。

|」:?f:号r)H口 u Dロロロ6][ ロロ012 HDU D8ロロロH

受信タイムアウトを2秒 (20)に変更

口0020 HOU D口D07]屯  口0825 ‖口U DO口 DD]屯 ロロD口l HDU D口001

受信タイムアウ トをき込み
8D07 研RITE D80口 0   →  XWD88

(80FEH)
-32514 H口U D8006]屯  88口 12 HDU D口888][ 000口 l H口U D口0口1

ホットスタートを実行
WRITE DODDO   →

ASCilモジュールのパラメータ25Wに 受信タイムアウト時間(0～600)を設定後、

ホットスタート処理を実行して下さい。

5 - 5コ ールドスタート

ASCtiモジュールをソフトにて初期状態に戻す場合、コール ドスタートを実行します。

コール ドスタートを実行しますと、最終コードや受信タイムアウトがデフォル ト値

(最終コードiCR(ODH)、 受信タイムアウト:1秒 (10))に戻ります。

RD017(80FFHを
設定)

-32513 HOU DDD口 8]モ  D0012 HOU DロロロD]モ  00301 MaU D口0口1

コールドスタートを実行
WRITE D80ロ ロ   →  XW口 DD

コール ドスタートを実行しますと、RTS信 号を一度 OFFし ます。

コール ドスタートは2秒で完了します。



6章 アプリケーションプログラム

6-1送 受信プログラム

基本的な通信プログラムを紹介します。

(1)Chlの送受信プログラム

受信 i Chlに 受信したデータ(256バイト以内)をD0100～D0227に格納します。

正常受信Bきに、R0000が 1スキャンONし ます。異常受信時は、R0008が

ONに セットされ、D000うにエラーコードが格納されます。

送信 : D0228～D0355に送信データを設定し、R0010を ONに セットしますと、

データが送信されます。正常完了しますと、R0001が 1スキャンONし ます。

送信データに異常がありますとR0009が ONに セットされます。

T3/T3H内 部データレジスタ ASCilモ ジュール内部
D0100

D0227

先頭アドレス :128

転送ワード数 :128

ア ドレス :576

転送ワード数 :128

プログラム例

Chl受 信エリア

448ワ ー ド

Chl送 信エリア

448ワ ー ド

Chl送信データ

128ワード

２



6章 アプリケーションプログラム

(1)Ch2の送受信プログラム

受信 : Ch2に 受信したデータ(256バイト以内)をD0356～D0483に格納します。

正常受信時に、R0002が 1スキャンONし ます。異常受信時は、R000Aが

ONに セットされ、D0006にエラーコードが格納されます。

送信 : D0484～D0611に送信データを設定し、R00何 を ONに セットしますと、

データが送信されます。正常完了しますと、R0003が 1スキャンONし ます。

送信データに異常がありますとR000Bが ONに セットされます。

T3/T3H内 言Bデータレジスタ ASCtiモジュール内部

プログラム例

0128 H口U DDD03

→  D0353

R口|

ロロDl M口U D口出D3

→  DO口D3

0n

ln2][ 38■ 2む HDU DいOn3

1ロロ2   →  XWロロD

R0

1ST R口011

1ST RO口11]屯  SET RロロDB

Ch2受 信エリア

448ワ ー ド

Ch2送信エリア

448ワード

Ch2受信データ

128ワード

先頭アドレス H024

転送ワード数 :128

Ch2送信データ
128ワード

ドレス :1472

転送ワード数 :128

２２
























